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学術分野の多様性と男女共同参画に関する社会学的考察
― STEM 領域における女性研究者育成支援を中心として ―
信　田　理　奈
Sociological Study on the Diversity of Academic Fields and Gender Equality
― Focusing on fostering female researchers in the STEM Region ―
Rina Nobuta
Promotion of diversity and gender equality in the academic field has become an 
international issue. However, women's participation in the academic field has been 
delayed in Japan. In particular, female researchers active in science and engineering 
fields are the least among the OECD countries. Fostering and supporting female 
researchers while considering gender balance creates science and technology 
innovation. From now on, it is most important to actively and continuously support 
career choice for science and engineering fields for junior high and high school girls.
In this paper, I clarify the present situation and problems of female researchers in 
STEM area and point out the actual situation of gender bias in school education and 
academic field. Furthermore, based on the support of fostering female researchers 
in Japan and the STEM education for female students in OECD countries, I present 
approaches to educational subjects for female students.
Keywords：diversity, gender equality, gender bias, STEM (science, technology, 
　　　　　  engineering, mathematics), fostering and supporting female researchers
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信　田　理　奈　学術分野の多様性と男女共同参画に関する社会学的考察
１．はじめに
2017 年 3 月、英科学誌「nature」が日本の科学研究に警鐘を鳴らした。この 10 年間で
日本の科学研究は失速し、他の科学先進国に後れを取っているという。Nature Index に
収録されている科学論文に日本の論文が占める割合が低下し、自然科学系学術ジャーナル
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【表１】 学部系統別在学生の男女比率（経年比較）                   単位：％ 
 
女 男 
2015 2016 2015 2016 
人文科学 65.5 65.2 34.5 34.8 
社会科学 34.3 35.0 65.7 65.0 
理   学 26.8 27.2 73.2 72.8 
工   学 13.6 14.5 86.4 85.5 
農   学 44.4 44.7 55.6 55.3 
保   健 59.6 60.9 40.4 39.1 
家   政 90.1 90.6  9.9  9.4 
教   育 58.9 59.1 41.1 40.9 
芸   術 70.9 70.3 29.1 29.7 
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【表２】PISA「数学的リテラシー」平均点の男女別推移（国際比較）            単位：点 
 2003 2006 2009 2012 2015 
日 本 
女 530 513 524 527 525 
男 539 533 534 545 539 
韓 国 
女 528 543 544 544 528 
男 552 552 548 562 521 
米 国 
女 480 470 477 479 465 
男 486 479 497 484 474 
英 国 
女 ― 487 482 488 487 
男 ― 504 503 500 498 
ドイツ 
女 499 494 505 507 498 
男 508 513 520 520 514 
ノルウェ  ー
女 492 487 495 488 503 
男 498 493 500 490 501 
OECD平均 
女 495 489 490 489 486 










の成績も調査対象国のなかで最も良い。TIMSS も同様に、小 4 及び中 2 の女子児童・生徒の成績
はいずれも悪くない」と分析している。さらに報告書は、「こうした結果が大学等における理工系分
野の女子学生割合の増加につながらないのは理数系の学力不足ではなく、理工系への関心や環境（周
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20 年以上前のことである。翌年には科学技術振興に向けた第 1 期科技計画が策定され、
その後 5 年間隔で見直しが行われている。第 2 期科技計画（2001）で女性研究者支援が取
り上げられるが、採用機会の均等と勤務環境の改善等が謳われる程度に過ぎない。第 3 期
科技計画（2006）において女性研究者育成支援は重要な政策に位置付けられる。この点に
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を実施している。さらに NSF では、女子生徒と STEM 教育に焦点をあてた研究プログラ
ム（女性・女子プログラム、STEM 領域におけるジェンダー多様性のためのプログラム等）
に資金配分してきた。なお、大統領府の国家科学技術審議会に設置された STEM 教育委
員会（Committee on STEM Education：CoSTEM）は連邦省庁の STEM 教育プログラム
に関する調整と戦略策定を担っており、大統領府女性・女子審議会では、マイノリティ女
性の STEM 教育及び STEM キャリアについての提言活動を行っている。





















National Pact for Women in STEM Careers）、ドイツ研究振興協会の「男女平等に関す
る研究指向の標準（Research-oriented standards on gender equality）」（2008）がある。
2008 年に連邦教育研究省の主導により、若年女性の科学技術における学位コースへの関
心を高め、大卒女子を産業界のキャリアに引き付ける取組み（Go MINT）が行われており、









り、女子または男子の受験生の点数に 1 ～ 2 点を加える制度（ジェンダー・ポイント）が
ある。これは「高等教育機関への入学に関する政府規制」を根拠とするものであり、大学
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からの申請に基づき、教育研究省がジェンダー・ポイントについて判断する。また「女子
と技術プロジェクト（Girls and Technology）」では毎年数百人の女子中高生が University 
of Agder で技術教育を受講し、ロール・モデルとの出会いを促している。この大学への
























































１）STEM とは、Science, Technology, Engineering, and Mathematics を指す。
２）「理系女子」の略語で、理系の女子学生や女性研究者、理系を目指す女子中高生を意




詳しくは以下の文献を参照されたい。Blikenstaff,J.C.（2005） “Women and Science 
Careers : Leaky Pipeline or Gender Filter?”Gender and Education,17（4）,pp.369-386.
４） 第 3 次参画計画（2010）ではポジティヴ・アクションの推進が明記された。とくにクォー
タ制は性別等を基準に一定の比率を割り当てる手法として実効性が高いとされる。
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査であり、算数・数学・理科を内容とする。日本では小学校 4 年生、中学校 2 年生が
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